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脳
妬
団

τ
“
鉱

瞥
女
帯
漏
の
20

世
市
男

忘
れ
も
の
”

六
日
公
民
舘
で
市
町
村
民
税
説
明
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
の
会

場
で
た
ば
こ
・
き
せ
る
・
襟
巻
を
忘

れ
て
か
え
っ
た
方
が
お
り
ま
す
．
心

当
り
の
方
は
財
務
課
で
保
管
い
た
し

て
お
り
ま
す
か
ら
お
届
け
下
さ
い
。

噺
一
毒
建
設
の
第
一
歩

州伊画1一画”一’～画唇”一㌻
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投
資
的
施
策
一
b‘

重
点

ト
鰹
爵
二
億
五
千
九
百
万
円

第
一
回
市
議
会
定
例
会
は
去
る
二
月
二
十
日
開
会
、
会
期
の
三
月
五
日

｛
定
一
ま
で
に
昭
和
一
一
一
＋
睾
度
＋
日
町
市
一
馨
計
葵
蕾
予
箋
遮
二

¶
　
　
　
穐
十
件
と
請
願
五
件
、
陳
情
一
件
、
発
議
案
二
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た

一
回
｝
四
力
年
間
の
市
民
の
代
弁
誉
し
て
薩
さ
装
現
賢
の
最
後
の

吸
　
　
　
　
■

副
4
層
　
㎞
麟
会
で
も
あ
り
、
な
お
か
つ
新
年
度
予
算
案
の
審
議
が
主
で
あ
ウ
た
だ
け

唖
　
　
　
　
凹

鰍
第
型
、
執
行
機
関
の
予
算
説
明
髪
．
、
糞
側
の
蕎
簑
碧
嚢
討

劉
5
…
三
袖
論
が
繰
り
か
え
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
の
模
様
と
議
決
予
算
簿
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
議
会
日
程

〔
二
　
月
〕

20
日
本
会
議
…
雑
件
の
審
議

21
日
　
同
…
一
般
会
計
特
別
会
計
予

　
　
　
算
説
明

「22
日
休
会

㌍
日
　
本
会
議
・
・
予
算
説
朋

翫
窩
25
日
同
…
総
括

蕎
26

臼
同
…
一
般

質
問
、
予
算
案

そ
の
他
、
委
員

璽
27
日
委
員
会
審

議
28

日
同

〔
三
　
月
〕

1
日
休
会

2
日
委
員
会
審

議3
日
同

4
日
本
会
議
…

委
員
長
報
告

5
日
同
…
審
議

肇
こ
の
議
会
に
提
案

さ
れ
た
議
案
件
数

は
予
算
の
他
、
国

民
健
康
保
険
条
例

の
全
部
改
正
そ
の

他
を
含
む
三
十
四

件
、
そ
の
内
三
十

一
件
が
原
案
可
決

一
件
は
修
正
案
可

決
を
見
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
次
の
請

願
五
件
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

①
道
路
敷
地
買
上

方
に
つ
い
て
請
願

⑨
學
区
編
人
に
関

す
る
請
願

③
昭
和
町
通
り

（
一
、
二
、
三
、
四
丁
目
）
藝
に

関
す
る
請
願

④
通
学
区
域
変
更
に
関
す
る
請
願

⑤
稲
荷
町
一
丁
目
側
溝
新
設
工
事
施

工
に
つ
い
て
請
願

な
お
陳
情
一
件
も
採
択
さ
れ
ま
髭

①
十
臼
町
地
区
遺
族
会
に
対
す
る
補

助
金
増
額
に
つ
い
て

議
員
発
議
案
次
の
二
件
も
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

②
信
濃
川
水
系
発
電
用
水
利
使
用
に

伴
う
意
見
答
申
に
つ
い
て

③
字
区
域
及
名
称
変
更
に
伴
う
意
見

答
申
に
つ
い
て

二
、
一
般
会
計
予
算
額
等
決
る

昭
和
三
十
四
年
度
十
日
町
市
一
般
会

計
才
入
才
出
予
算
に
つ
い
て
は
編
成

方
針
、
内
容
等
二
日
間
に
わ
た
り
説

明
が
行
わ
れ
、
委
員
会
に
附
託
さ
れ
、

三
月
五
日
若
午
の
組
替
が
な
さ
れ
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
四
年
度
十
日
町
市

歳
入
歳
出
予
算
総
括
（
単
位

千
円
）歳
入
の
部

①
市
税
　
　
　
　
一
二
二
、
八
八
一

②
地
方
交
付
税
　
　
四
六
、
五
六
六

③
公
営
企
業
及
財
産
収
入
六
〇
〇

④
分
担
金
及
負
担
金
　
一
、
八
O
O

⑤
便
用
料
及
手
数
料
　
八
、
五
〇
一

⑫
公
債
費
　
　
　
　
一
二
、
六
〇
〇

⑬
諸
麦
出
金
　
　
　
一
七
、
七
四
五

⑭
予
備
費
　
　
　
　
　
一
、
六
九
七

計
　
　
　
二
五
八
、
八
七
六
千
円

　
【
特
別
会
計
】

①
国
民
健
康
保
険
嚢
莇
定

　
　
　
　
四
四
、
五
九
一
千
円

②
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
施
設
勘

定
　
　
　
　
　
七
、
六
八
O

③
公
益
質
屋
　
　
　
　
二
、
六
六
七

④
上
水
道
事
業
　
　
七
八
、
O
O
二

⑤
と
畜
場
　
　
　
　
　
四
、
O
O
O

計一般
、

⑥
国
庫
友
出
金

⑦
県
麦
出
金

⑧
寄
附
金

⑨
繰
入
金

⑩
繰
越
金

⑪
雑
収
入

⑫
市
債
計
歳
出

①
議
会
費

②
市
役
所
費

馨
④
土
木
費

⑤
教
育
費

四
一
、
五
〇
四

五
、
至
ハ
一

四
、
七
四
二

　
　
四
〇
〇

　
　
五
〇
〇

二
、
Ω
三

一
四
、
八
三
〇

特
別
匙
騎
四
。
一

三
九
五
、
八
一
六
千
円

三
、
主
な
事
業
の
内
容
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【
写
真
は
議
会
風
景
】

　
　
　
二
五
八
、
八
七
六
千
円

　
　
　
の
部

　
　
　
　
　
四
、
三
七
三

　
　
　
　
　
四
六
、
一
一
一
六

　
　
　
　
　
一
三
、
三
三
三

　
　
　
　
　
二
七
、
一
二
〇

　
　
　
　
　
五
〇
、
四
七
二

⑥
社
会
及
労
働
施
設
費

　
　
　
　
　
三
九
、
七
〇
四

⑦
保
健
衛
生
費
　
　
　
七
、
八
一
〇

⑧
産
業
経
済
費
　
　
二
九
、
六
七
六

餓
則
産
費
　
　
　
　
　
　
五
、
五
五
山
ハ

⑩
統
計
調
査
費
　
　
　
八
七
一

⑪
選
挙
費
　
　
　
　
　
一
、
六
八
三

一
般
会
計
予
算
に
盛
ら
れ
た
投
資
的

経
費
を
款
別
に
抜
粋
し
ま
す
と
。

　
　
　
　
　
（
単
位
千
円
）

①
市
役
所
費

ジ
ー
プ
購
入
…
▽
一
台
一
、
二
〇
〇

②
消
防
費

〔
消
防
施
般
整
備
〕
▽
小
型
動
力
ボ

ン
プ
三
台
（
砿
級
十
五
馬
力
）
九
〇

〇
▽
消
防
ボ
ン
プ
自
動
車
一
台
（
キ

ャ
リ
ヤ
百
十
馬
力
）
一
、
九
〇
〇

〔
水
槽
設
置
〕
▽
防
火
水
槽
1
0
ヵ
所

五
〇
〇
▽
川
治
中
学
校
防
火
用
水
槽

二
九
五
小
計
　
　
　
　
　
三
、
五
九
五

③
土
木
費

〔
道
路
新
設
改
良
〕
▽
六
箇
線
外
3
9

五
、
九
〇
一
▽
嚢
費
（
用
地
買
収
）

川
原
町
北
原
線
外
2
6
九
〇
一
▽
移
転

補
償
及
び
物
件
補
償
駅
通
り
原
線
外

一
、
三
六
〇
▽
国
道
及
縣
道
負
担
金

山
本
地
内
外
5
一
、
〇
四
五

〔
橋
梨
新
設
改
良
〕
▽
第
二
晒
川
橋

外
2
七
五
五
▽
幸
右
ヱ
門
橋
架
番
縣

負
担
金
五
〇

〔
治
水
堤
防
〕
▽
下
堰
護
岸
外
1
三

八
三
▽
修
繕
費
及
ぴ
田
川
改
修
外
県

負
担
金
四
二
〇

〔
都
市
計
画
本
町
西
線
街
路
〕
▽
工

事
請
負
費
六
、
〇
五
六
▽
用
地
買
収

費
二
、
七
〇
〇
▽
補
償
費
二
、
七
二

〇
▽
そ
の
他
工
事
雑
費
五
二
四

〔
都
市
計
画
都
市
排
水
災
害
復
旧
〕

▽
排
水
工
事
費
一
、
五
〇
〇
▽
中
沢

川
外
1
八
O
O

〔
都
市
計
画
高
山
土
地
区
画
整
理
〕

建
物
移
転
及
ぴ
物
件
補
償
そ
の
他
一

五
八
▽
整
地
そ
の
他
工
事
請
負
費
一

四
〇
　
小
計
　
　
二
五
、
四
一
三

④
教
育
費

〔
六
ヵ
地
区
小
学
校
建
設
〕
▽
一
般

固
定
資
産
台
帳
の
縦
覧

異
議
申
立
も
期
間
内
に

こ
の
二
十
日
ま
で
本
所

と
各
出
張
所
で
固
定
資

産
課
税
台
帳
を
従
覧
に

供
し
て
い
ま
す
。
原
則

と
し
て
評
価
額
は
去
年

と
同
じ
額
で
す
。
た
y

し
去
年
田
畑
、
山
林
、
原

野
、
改
築
取
り
こ
わ
し

等
の
あ
っ
た
も
の
は
縣

の
指
示
価
額
を
も
と
に

し
て
計
算
レ
た
価
碩
が

の
う
て
い
ま
す
。

こ
と
し
価
額
の
変
動
の

あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
価
額
等

に
不
服
や
誤
り
が
あ
る
場
合
は
、
縦

覧
期
間
中
に
審
査
の
請
求
叉
は
誤
謬

訂
正
申
請
を
す
る
ご
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
縦
覧
期
間
が
過
ぎ
る
と
台

帳
に
の
っ
て
い
る
こ
と
は
す
べ
て
承

知
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
か
皇
訂
正

で
き
ま
せ
ん
。

市
民
視
の
申
告

　
　
（
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
）

・
毎
年
の
こ
と
で
す
が
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
皆
さ
ん
か
ら
市
民
税
の
申
告

を
し
て
い
た
y
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

こ
の
申
告
は
一
月
一
旦
規
在
市
内
に

住所を

有
す
る
者
は
の
こ
ら
す
堤
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

里
暑
璽
巽
に
つ
い
て
お
わ
か
り

に
な
ら
な
い
時
は
嘱
託
員
に
お
聞
き

に
な
っ
て
書
い
て
下
さ
い
。
尚
不
明

の
際
は
財
務
課
（
電
話
三
一
一
番
）

ま
で
遠
慮
な
く
お
た
す
ね
下
さ
い
。

校
舎
屋
内
体
操
場
附
帯
工
亭
請
負
費

教
務
豊
1
教
室
7
体
操
場
一
〇
〇
坪

一
一
、
五
七
七
▽
敷
地
買
収
三
六
〇

埋
一
八
0
▽
そ
の
他
工
事
雑
費
一
三

三
〔
吉
田
小
学
校
新
営
改
繕
〕
▽
敷
地

買
収
四
〇
〇

〔
下
条
中
学
校
増
築
〕
▽
特
別
教
筆

増
築
工
事
請
負
費
4
教
塞
二
、
四
一

〇
▽
そ
の
他
工
事
雑
費
四
三

〔
川
治
地
区
プ
ー
ル
新
設
〕
▽
ブ
ー

ル
新
設
丁
嚢
請
負
（
1
3
M
x
2
5
M
）

一
、
五
〇
〇

〔
電
話
架
設
〕
▽
飛
渡
小
学
校
大
池

新
座
小
学
校
二
八

小
計
　
　
　
　
一
七
、
三
六
一

⑤
社
会
及
び
労
働
施
設
費

〔
公
営
住
宅
建
築
〕
▽
木
造
二
〇
戸

（
一
戸
八
・
五
坪
）
工
嚢
謂
負
費
五

九
五
〇
▽
用
地
買
収
費
八
O
O
坪
五

六
〇
▽
そ
の
他
工
事
雑
費
一
六
〇

〔
緊
急
失
業
対
策
〕
▽
真
田
線
道
路

改
良
（
中
手
）
延
長
三
五
五
M
巾
員

四
、
五
M
▽
真
田
線
腿
道
巻
立
延
畏

三
〇
M
巾
員
四
M
高
さ
四
M
▽
土
畠
四

一
号
線
補
修
延
長
二
、
六
〇
〇
M
巾

員
四
M
▽
そ
の
他
四
、
四
七
三

　
小
計
　
　
二
、
一
四
三

⑥
保
健
衛
箋

〔
自
動
車
購
入
〕
▽
し
尿
撤
水
兼
用

自
動
車
中
型
云
三
〇
石
入
タ
ン
ク

付
二
踏
車
一
、
三
二
〇

〔
簡
易
水
道
新
設
〕
▽
工
事
請
負
費

笹
の
沢
七
七
、
O
O
O
円
北
原
一
、

膿
≡
…
…
≡
＝
…
≡
印
≡
…
…
…
＝
…
…
一
≡
＝
≡
≡
…
…
；
≡
口
≡
＝
…
≡
…
≡
…
一
…
≡
一
…
≡
≡
…
一
…
…
≡
≡
≡
…
騨
…
≡
…
馨
…
…
一
≡
…
≡
…
…
≡
一
≡
…
≡
…
…
一
＝
㎞

㎜
　
グ
ラ
フ
で
見
る
市
の
姿
　
㎜

響
…
…
…
…
一
凹
…
≡
…
…
…
…
口
≡
…
≡
…
…
＝
一
≡
…
≡
…
≡
≡
一
≡
≡
…
…
≡
…
一
…
…
…
…
…
＝
一
…
…
≡
≡
≡
…
一
≡
≡
…
…
闘
…
…
一
…
≡
…
…
…
る

商店数及び従業者数並。．年間売上高

　
服
品

　
衣
廻
5
2

　
物
身
2

　
織
　
ロ

　
　
ま

7
　
　
　
受
3
7

7
　
　
　
　
萄
2

0
　
　
　
　
㎝

2　
家
具
超
臭

　
　
　
身

502

鈎艶
簿

鰯

　
　
衣
廻

　
　
物
賜
63

　
　
織
隠

38

　
一
般
卸
4
1

6　
翫
適
身

　
　
　
　
　
ク

箆
．
・
讐

昭和33年度

昭和31年度

駈

ロ
一

1：1〕r「

oo千万　監　臼■

陶50干万

10千万

5千万

飲
食
店

そ
の
他

車
輔
小
売

什
器
小
売

家
具
建
具

特
殊
卸
売

身
廻
品
小
売

織
物
衣
服

小
　
　
売

飲
食
料
品

1千万
一
般
卸
売

　
　
　
輪
㌧
、
N
冠
、
ー
麺
N
馬
．
璽
篭
蔓
ミ
S

二
五
〇
、
O
O
O
円
二
、
〇
二
五
▽

そ
の
他
雑
窒
五

　
小
　
計
　
　
　
　
　
　
一
二
、
一
一
ヱ
ハ
0

⑦
産
業
経
済
費

〔
農
業
土
木
費
〕
▽
農
道
暫
設
改
良

九
〇
〇
▽
水
路
新
設
改
良
五
〇
〇
▽

溜
池
改
修
及
附
帯
富
皿
菓
四
ヵ
所
一
六

一七▽
か
ん
が
い
排
水
施
設
一
八
四
▽

暗
渠
排
水
工
事
土
地
改
良
補
助
五
八

一
七
▽
そ
の
他
工
事
雑
費
四
一
二

　
〔
プ
ル
ト
ー
ザ
ー
購
入
〕
▽
一
台
十

一
茜
・
六
〇
〇

一
〔
林
道
事
業
〕
▽
単
県
林
道
開
設
三

§

ヵ
所
二
、
一
〇
〇
▽
大
平
林
道
改
修

二
五
〇
▽
林
道
開
設
委
託
二
ヵ
所
三

〇
〇
▽
そ
の
他
工
事
雑
費
九
一

〔
災
害
復
旧
〕
嘉
勝
水
路
外
4
三
〇

〇
小
計
　
　
　
　
一
〇
、
四
〇
〇

⑧
財
産
費

〔
用
地
買
収
〕
▽
高
山
区
画
整
理
土

地
▽
塵
芥
捨
場
八
O
坪
▽
道
路
敷
癒

小
計
　
　
　
　
二
五
六

⑨
諸
麦
出
金

〔
県
営
事
業
負
担
金
〕
▽
十
日
町
高

校
水
道
旛
設
外
5
一
、
九
九
〇

大
選
挙
囁
制
の
も
と

初
の
市
議
選
挙
執
行

㎜
　
治
、
市
民
の
政
治
の
た
め
正
し
く
行
使
し
ま
し
よ
う
。
　
　
　
　
m

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
来
る
三
月
十
二
日
に
選
挙
の
貴
爪
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し

　
を
し
て
三
月
二
十
二
日
投
票
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
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邑
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選
挙
す
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議
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の
定
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は
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ま
ま
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お
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三
十
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す
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が
、
前
回
は
合
屏
前
の
旧
町
村
毎
に
選
挙
区
を
設
け
て
そ
れ
ぞ
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
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れ
の
選
挙
区
で
選
挙
し
た
の
で
す
が
、
今
回
行
な
わ
れ
る
選
挙
ー
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し

　
か
ら
は
、
選
挙
区
は
全
市
一
本
で
行
な
わ
れ
る
天
選
挙
区
制
と
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
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ま

　
な
り
ま
し
た
。
民
主
政
治
を
行
う
う
え
に
『
選
挙
』
の
も
つ
意
i
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ロ

　
義
は
大
へ
ん
大
き
な
も
の
で
す
。
主
権
者
で
あ
る
私
た
ち
が
、
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
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し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
こ
の
選
挙
に
投
票
も
し
な
い
で
、
良
い
市
政
を
希
む
の
は
無
理
1
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政
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投
票
所
に
つ

　
い
て

、
第
一
投
票
区
の
区
域
は
、
今
迄
高
等

学
校
東
校
舎
で
し
た
が
、
今
回
は
市

役
所
に
変
り
ま
し
た
が
、
他
の
投
票

所
は
従
来
と
か
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

投
票
時
間
に

　
つ
い
て

い
つ
も
の
よ
う
に
『
午
前
七
時
か

ら
午
後
六
時
ま
で
』
で
す
が
、

今
回
は
特
別
に
次
の
投
票
区
の
投
票

所
で
は
『
午
前
七
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で
』
で
す
か
ら
、
時
間
に

遅
れ
な
い
よ
う
投
票
し
て
下
さ
い
。

第
十
四
投
票
区
O
宇
田
ヵ
沢
、
菅
沼

山
新
田
、
小
貫
、
柴
倉
。

第
十
五
投
票
区
盤
東
枯
木
巫
、
西
枯

木
契
。

第
十
六
投
票
区
旺
高
場
、
三
ッ
山
、

蕨
平
、
上
田
原
、
笠
置
。

第
二
十
二
投
票
区
阿
稲
子
平
。

第
二
十
六
投
票
区
澗
塩
ノ
▽
（
。

第
三
十
一
投
票
区
、
名
ヵ
山
、
中
平

入
場
券
に
つ

い
て

基
本
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
選
挙
人
に
つ
い
て
は
、
三
月
十
日

頃
ま
で
に
市
政
事
務
嘱
託
員
を
通
じ

て
各
世
帯
へ
配
布
し
ま
す
か
ら
紛
失

し
な
い
よ
う
に
し
て
投
票
所
へ
持
参

の
上
投
票
し
て
下
さ
い
。
又
入
場
券

の
届
が
な
か
っ
た
入
は
、
新
ら
し
く

有
権
者
に
な
ら
れ
た
人
か
、
或
い
は

名
簿
か
ら
も
れ
て
い
る
人
で
す
か

ら
、
補
預
肇
入
名
簿
の
登
録
申
請

期
間
の
一
一
再
士
一
百
か
ら
三
月
十
五

日
ま
で
の
間
の
、
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
ま
で
市
役
所
内
の
選

挙
管
理
委
員
会
叉
は
出
張
所
に
申
請

し
て
下
さ
い
。

選
挙
人
名
簿

に
つ
い
て

今
回
の
選
挙
は
、
基
本
選
挙
入
名
簿

〔
大
堰
水
路
改
良
〕
　
（
補
助
金
）
三

〇
〇〔

電
話
架
設
〕
▽
飛
渡
地
内
（
補
助

金
）
六
一
二

〔
車
検
場
建
設
〕
▽
施
設
工
事
請
負

費
六
九
四
▽
そ
の
他
工
事
雑
費
五
…

　
小
　
計
　
　
　
　
　
　
一
二
、
六
〇
一

合
計
　

七
六
、
三
二
九

　
予
算
額
に
対
し
て
二
九
・
五
％
と

　
な
っ
て
お
り
ま
す
。

尚
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
予
算
の
分
析

［は次
号
に
お
送
り
い
た
す
予
定
に
し

ま
し
た
。

と
新
た
に
調
製
さ
れ
た
補
充
選
挙
人

名
簿
に
よ
っ
て
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

が
、
し
か
し
十
日
町
市
の
議
員
や
市

長
は
、
十
日
町
市
の
住
民
に
よ
っ
て

選
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

十
日
町
市
の
選
挙
入
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
て
も
、
市
外
の
他
の
市
町
村

に
転
居
し
、
十
日
町
市
の
住
民
で
な

く
な
れ
ば
、
十
日
町
市
の
議
員
や
市

長
の
選
挙
は
出
来
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。代
理
投
票
に

つ
い
て

投票にあ

た
っ
て
字
の
書
け
な
い
人

は
、
投
票
所
で
投
票
管
理
者
に
申
し

出
て
い
た
だ
け
ば
、
代
理
投
票
が
出

来
ま
す
。
こ
れ
は
、
投
票
所
の
係
員

に
そ
の
旨
申
立
て
、
そ
の
係
に
自
分

の
意
志
を
申
し
述
べ
る
と
あ
な
た
に

替
う
て
候
補
者
の
氏
名
を
昏
く
も
の

で
す
が
、
絶
対
に
秘
密
が
保
持
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

立
候
補
届
に

　
つ
い
て

選挙の告

示
の
日
、
つ
ま
り
三
月
十

二
日
か
ら
三
月
十
七
日
ま
で
の
間
に

届
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
出

に
必
要
な
書
類
の
用
紙
は
選
挙
管
理

委
員
会
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
が
、

今
回
の
選
挙
の
候
補
者
に
な
る
に
は

一
人
に
つ
き
一
万
円
の
供
託
が
必
要

で
、
そ
の
証
明
密
を
立
候
補
届
出
の

際
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

選
挙
運
動
に

　
つ
い
て

立
候
補
の
届
出
を
し
た
日
か
ら
選
挙

期
日
の
前
日
（
三
月
二
十
一
日
）
ま

で
で
す
。
選
挙
運
動
に
は
、
戸
別
訪

問
を
初
め
、
い
ろ
く
な
禁
止
事
項

や
制
限
が
あ
り
、
私
た
ち
が
常
識
で

考
え
る
以
上
に
制
限
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
行
き
過
ぎ
の
な
い
よ
う
、
十

一
灘
ガ
膿
の
の
縫
融

の
選
挙
に
関
す
る
支
出
金
額
の
制
限

額
は
、
候
補
者
一
人
に
つ
き
四
万
三

千
九
百
円
で
、
こ
れ
以
上
の
支
出
を

す
る
と
当
選
無
効
の
原
因
に
な
り
ま

す
。

開
票
に
つ
い
て

即
日
開
票
で
当
日
の
午
後
九
時
三
十

分
頃
か
ら
市
役
所
で
行
い
ま
す
。
選

挙
人
は
開
票
の
参
観
を
求
め
る
こ
と

が
出
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が

会
場
が
狭
く
多
数
の
人
が
参
観
出
来

ま
せ
ん
の
で
、
三
十
名
に
制
限
い
た

し
ま
す
。

伸
び
る
給
水
区
域

引
込
手
績
は
極
め
て
簡
単

　
十
日
町
市
の
水
道
事
業
は
四
年
目

を
迎
え
て
既
に
旧
市
街
地
一
、
〇
五

〇
戸
の
希
望
尿
庭
に
最
も
理
想
的
な

飲
料
水
の
給
水
を
完
了
し
て
お
り
ま

す
。
今
年
は
例
年
に
な
い
暖
冬
異
変

で
軍
く
も
旧
市
街
地
の
未
給
水
家
庭

や
増
設
工
事
を
急
ぐ
家
庭
か
ら
は
申

込
が
行
わ
れ
て
お
り
、
既
に
工
事
に

取
り
か
＼
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
の
給
水
計
画
を
云
い
ま
す
と

旧
市
街
地
の
給
水
希
望
塚
庭
は
勿
論

で
す
が
、
新
た
に
新
座
、
四
日
町
、
四

日
町
新
田
、
島
、
高
山
、
山
本
、
川
治
地

区
の
配
水
管
の
施
設
丁
事
を
完
了
し

て
逐
次
給
水
し
て
い
く
計
画
で
す
が

既
に
給
水
拡
張
区
域
の
水
道
説
明
会

も
終
っ
て
受
付
を
開
始
し
て
お
り
ま

す
。
市
の
上
水
道
は
皆
様
既
に
御
存

知
の
よ
う
に
良
質
の
飲
料
水
を
安
全

に
供
給
す
る
事
を
目
的
と
し
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
上
に
衛
生
的
で
従
来

の
ガ
タ
コ
ン
ボ
ン
プ
か
ら
開
放
さ
れ

て
労
力
の
節
減
が
出
来
、
台
所
も
改

t
善
さ
れ
て
明
か
る
い
豊
か
な
文
化
生

．
活
が
営
め
る
と
水
道
を
引
か
れ
た
家

一
庭
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　
で
は
一
体
水
道
を
引
く
に
は
ど
う

　
　
　
　
　
　
ド

し
た
ら
良
い
の
か
？
手
続
き
は
簡
単

一
に
出
来
ま
す
。
ま
す
、
申
込
用
紙
に

蓼
議
を
契
し
て
群
薮
料

彌
を
躍
水
嚢
。
に
躍

し
て
下
さ
い
　
直
ち
に
技
術
員
力
仮

設
計
に
伺
い
、
概
算
額
（
見
積
額
）
を

誇
、
藷
知
し
奎
工
妻
は

前
納
す
る
事
が
建
前
で
す
が
新
設
の

場
合
に
限
り
、
所
定
の
手
続
き
を
と

一
り
、
市
長
が
こ
れ
を
承
認
す
れ
ば
六

一
菖
内
の
分
納
も
謬
れ
る
こ

薙
な
．
て
お
り
ま
姦
箭

納
、
分
納
の
い
づ
れ
も
概
算
金
額

（
分
納
の
場
合
は
概
算
金
の
三
割
以

上
）
を
所
定
期
日
に
納
入
し
な
け
れ

ば
工
事
に
着
工
し
な
い
事
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
工
事
が
終
り
ま
す
と
竣

工
検
査
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
も
と
づ

い
て
水
道
係
で
精
算
を
行
い
、
過
不

一
足
が
生
じ
た
場
合
は
還
附
ま
た
は
追

↑
徴
す
る
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
以

上
が
水
道
を
引
く
迄
の
概
要
で
す
が

今
年
こ
そ
素
購
ら
し
い
水
道
を
引
い

て
理
想
的
な
飲
料
水
で
明
か
る
く
豊

か
な
生
活
の
合
理
化
を
計
っ
て
下
さ

礪一
給
水
区
城
内
の
水

　
道
工
事
は
す
べ
て

　
連
絡
の
こ
と

▼
給
水
工
事
は
直
接
市
水
道
課
で
設

計
し
た
も
の
以
外
は
施
行
前
に
必
す

設
計
書
類
を
水
道
課
へ
提
出
し
て
承

｝
認
を
受
け
て
下
さ
い
。
承
認
な
し
に

施
行
し
ま
す
と
給
水
を
受
け
ら
れ
な
，

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
▼
新
築
、
増

改
築
す
る
場
合
で
水
道
工
事
を
希
望

す
る
家
庭
は
届
出
れ
ば
事
前
に
屋
内

の
配
管
工
事
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
▼
自
分
の
町
内
に
配
管
さ
れ
る

事
が
わ
か
り
な
が
ら
必
要
に
せ
ま
ら

れ
て
既
設
装
置
を
行
う
場
合
は
、
水

道
課
に
御
連
絡
下
さ
い
。

新たに選挙権を得た人は

　　3月13日～3月15日迄に申請

今
回
の
市
議

会
議
員
選
挙
の

た
め
補
充
選
挙

人
名
薄
を
三
月

士
百
現
在
で

調
整
し
ま
す
。

こ
の
補
充
選
挙

人
名
簿
に
登
録

さ
れ
る
者
は
、

次
に
あ
て
は
ま

る
人
々
で
す
か

ら
、
該
当
者
は

期
間
内
に
必
す

申
請
し
て
下
さ

い
。

一
、
昨
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
本

　
年
三
月
十
二
日
ま
で
に
年
購
二

十
才
に
達
し
た
者
（
昭
和
十
三
年

十
二
月
二
十
二
日
か
ら
昭
和
十
四

十
三
日
ま
で
の
間
に
出
生

　
し
た
者
）

二
、
本
年
三
月
十
二
日
現
在
で
引
続

　
き
三
ヵ
月
以
来
十
日
町
市
に
住
所

　を

有
す
る
に
至
っ
た
者
（
昨
年
六

　
月
十
六
日
か
ら
昨
年
の
十
一
月
十

　二日

ま
で
に
本
市
に
住
所
を
有
す

　る

に
至
っ
て
い
る
者
）

三
、
基
本
選
益
入
名
簿
に
登
録
資
格

　
が
あ
っ
て
脱
漏
し
た
も
の
。

以
上
の
方
は
、
も
れ
な
く
三
月
十
三

日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
の
間
の
、

十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
、
市
役
所
と
出
張
所
管
内
は
そ
れ

ぞ
れ
の
出
張
所
で
申
請
を
受
付
け
ま

す
か
ら
、
印
鑑
持
参
の
上
登
録
の
申

請
を
し
て
下
さ
い
。

こ
ん
な
投
票

は
無
効
て
す

　
無
効
投
票

選
挙
の
た
び
未
だ
右
の
よ
う
な
無
効

投
票
が
あ
り
ま
す
。
お
互
に
注
意
し

ま
し
よ
う
。

①
候
補
者
で
な
い
者

の
氏
名
を
書
い
た
も

　
の②
二
人
以
上
の
賃
名

を
書
い
た
も
の

③
候
補
者
の
名
前
の

外
に
余
計
な
こ
と
を

書
い
た
も
の

④
候
補
者
の
だ
れ
を

か
い
た
か
判
断
の
つ

か
な
い
も
の

⑤
何
も
書
か
ず
に
白

紙
で
投
票
し
た
も
の

銃
砲
刀
剣
類
は

　
発
見
し
た
ら
届
け
よ
う

　
新
潟
県
警
察
本
部
で
は
三
月
の
一

ヵ
月
間
を
「
潜
在
銃
砲
刀
剣
類
発
見

藷
鰭
離
鮎
雛

剣
類
の
発
見
届
出
替
勧
奨
し
て
お
り

ま
す
。
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春
のく
底子
ろ

児

検
診

病
、
股
関
節
脱
臼

早
期
発
見

乳
児
期
の
発
育
は
人
生
を
支
配
す
る
問
題
が
多
く
、
健
康
だ
と
思
う
赤
ち
や
ん
で
も
乳
児
検
診
は
是

非
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
春
の
乳
児
検
診
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
が
、
実
施
方
法

　
　
は
一
般
的
な
検
診
の
外
に
先
天
股
脱
と
く
る
病
を
発
見
す
る
た
め
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
行
い
ま
す
。

先
天
股
脱
と
は

生
れ
る
前
に
、
も
も
の
関
節
が
脱
れ

て
い
る
も
の
で
、
肢
体
不
目
由
の
起

因
疾
患
と
し
て
多
い
も
の
の
一
つ
と
皿

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
外
傷
と

ち
が
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
は
痛
み
を
感
じ

な
い
の
で
と
ん
で
歩
く
よ
う
に
な
る

ま
で
知
ら
す
に
い
る
の
が
通
常
で
あ

っ
て
こ
れ
を
放
置
し
て
お
く
と
。

　
腰
部
の
変
形
、
肢
行
を
呈
す
る
、

　
遠
歩
き
を
す
る
と
疲
れ
易
い
、
歩

　
行
動
作
が
ぎ
ご
ち
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
身
体
的
障
害
が
伴
う

と
同
時
に
精
神
的
な
煩
悶
が
つ
き
ま

と
い
心
理
的
劣
等
感
と
な
っ
て
社
会

生
活
の
上
に
著
し
い
障
害
と
な
り
ま

に

す
宮
城
縣
衛
生
部
が
昭
和
二
十
八
年

に
実
施
し
た
調
査
成
績
に
よ
り
ま
す

『と別
表
の
数
字
が
一
、
爪
す
通
り
相
当
高

講
難
発
見
が
箋

っ
て
生
後
間
も
な
い
頃
に
発
見
す
る

の
が
最
も
理
想
で
あ
り
、
早
期
発
見

『
に
よ
っ
て
単
期
治
療
は
ら
く
に
安
く

　志願受付……3月1日～4月15日
　年　　令……18才～25才未満
　試　　験……4月下旬～5月上旬
　入　 隊……7月から
　待　　遇一・・2等陸海空初給約6，200円
　　　　　　　営（艦）内居住他に衣食支給

（詳細は市役所又は自衛隊地方連絡部へおいで下さい）

努
力

実数盾分率 摘　　要
一　皿　｝　 　　『　　　　　一

　天股脱 1！2 2．8骨頭が完全に脱れ
ているもの

　天亜股臼

白蓋形成示
虐全

58

45

　1．5骨頭がやや側方に
ずれているもの
関節の屋根め出莱
方が不完全なもの
1

l　I．1

1計 215i5・4i
　l　　　　l

検査人員3，9915

し
か
も
完
全
に
治
癒
す
る
の
で
絶
体

条
件
と
な
る
。
歩
き
始
め
て
か
ら
だ

と
経
費
や
日
数
が
か
か
る
だ
け
で
な

く
、
成
人
に
な
っ
て
か
ら
も
腰
痛
と

か
色
々
の
障
害
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

乳
児
検
診
、
ク
ル
病
検
診
実
施
計
画
表
（
春
期
）

十
日
町
市
役
所

＋
日
町
地
麟
灘
騨
麟
韓
＋
　
灘
鮮

陣
収
名

r
率
隊

者

「

喫
－
薩
…
旧
1

　
卜
「
ー
ー

r

「
疹－」

屡
鑑
檸
攣
誕
屑
落
籠
曜
瞭
睡
匪
太
辱
一
豪

融
膿
随
収
維
畷
編
騨
謳
屑

二
＋
ヨ
獅
巖
た
備
率
馳
塵
遜
簡
障
順

廃
縫

六
箇
幾
篠
錘
莚
三
呈
轟
轍
卜
野
｝
、
醗
六
箇
暴
六
難
区

柚
翻
易
講
擁
劃
翻
㈱
藩
劃
騨
養
舘
，
璽
謝

庸
劇
儀
齢
塵
厘
沽
腿
騨
騒
圃
圏

下
条
畏
篠
墾
蓬
四
呈
日
錘
野
一
、
嘩
蚤
饒

…
鑛
髄
寒
厘
暗
睡
騨
薦

く
る
病
検
診
は

昨
年
も
実
施
し
ま
し
た
が
ビ
タ
ミ
ン

D
欠
亡
症
と
も
い
わ
れ
、
骨
の
発
育

が
不
完
全
な
病
気
で
あ
っ
て
、
乳
児

期
に
は
丸
女
と
太
っ
て
い
る
赤
ち
ゃ

ん
で
も
幼
児
期
に
入
る
に
し
た
が
っ

て
発
育
が
阻
害
さ
れ
、
甚
だ
し
い
の

は
セ
ム
シ
と
か
ワ
ッ
コ
足
と
な
っ
て

し
ま
う
の
が
く
る
病
で
．
あ
り
ま
す
。

門

一
闘
　
胴
襲
『
岬
ー
騰
幡
暢
謬

　
　
　
　
　
占
添
機
在
矯

　
　
　
　
郎
“
”
轟
融
制
勢
嚇
轟
鵡
噸
蛸

選
挙
人
は
選
挙
の
当
日
投
票
所
に
行

っ
て
投
票
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
つ

ぎ
の
止
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
も

の
は
、
そ
の
事
由
の
証
明
書
を
持
っ

て
選
挙
の
前
日
ま
で
に
所
定
の
手
続

を
経
て
不
在
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

倒
市
外
に
お
い
て
職

務
叉
は
業
務
に
従
事

三
十
三
年
度
の
実
施
成
績

　
実
魔
者
　
　
　
　
九
七
三
名

異
状
者
　
　
　
　
四
九
名

百
分
率
　
　
　
五
・
〇
四

　
　
喝
鱒
聾
”
2
瑠
脚
　
り
噂
0
噂
『
噌
　
脚
噂
9
　
櫓
　
．
　
　
咀
　
剛
～
　
■

く
る
病
は
本
縣
の
風
土
病
と
も
い
わ

れ
る
程
罹
病
者
が
多
く
、
普
通
七
～

…
十
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
が

㎜
異
状
者
の
少
な
い
の
は
育
児
知
識
が

高
い
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
春
季
乳
児
検
診
実
漉
計
画
表

　
別
表
の
通
り

午
前
は
二
才
児
の
ク
ル
病
検
診
で
レ

ン
ト
ゲ
ン
撮
影
料
金
を
三
十
円
持
参

い
た
だ
き
ま
す
。
午
前
は
一
才
児
の

ク
ル
倒
先
天
股
脱
を
あ
わ
せ
て
股
関

節
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
い
た
し
ま

す
。
料
金
を
八
O
円
持
参
い
た
だ
き

ま
す
。

一

投　　，
？

　
■
，
　
　
■

　
　
　

　
　
響

　
　
　
・
　
．

　
　
，
　
　
，

　
　
三
　
　
　
　
　
　
，
一

中
で
あ
る
よ
う
な
場
哩

・
ム
・
。

選
挙
関
係
職
務
従
事
者
は
所
属
投
票

区
の
区
域
外
で
職
務
反
は
業
務
に
従

事
中
で
あ
る
よ
う
な
場
合
。

こ
の
場
合
の
職
務
業
務
に
係
る
官
公

署
、
会
社
、
事
務
所
、
そ
の
他
こ
れ

一らに
準
す
る
も
の
の
長
（
業
務
．
王
）

夏
は
そ
の
代
理
人
の
証
明
書
。

自
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
「
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
≡
＝
＝
一
＝
＝
剛
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
「
＝
一
≡
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
≡
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
曇
＝
＝
＝
一
＝
…
＝
＝
＝
一
＝
鞘
＝
＝
＝
＝
＝
≡
＝
印
＝
一
＝
南
＝
＝
一
＝
＝
蓑
＝
＝
…
＝
一
一
一
＝
一
認
＝
≡
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
「
＝
＝
冒

「
，
客
，
3
，
冤
皇
ヵ
月
畠
の
こ

夢
芝
に
な
る
が
、
塞

　
　
一
良
笙
讐
壮
年
研

…
ぺ
㎜
の
…
修
会
が
お
こ
な
わ
れ

…
教
…
た
．

㎜
社
㎜
市
づ
く
り
の
藷
に
つ

　
ド
…
…
…
い
て
話
を
聞
き
、
自
分

た
ち
で
地
域
の
課
題
を
出
し
て
考
え

ま
た
家
庭
の
明
朗
化
に
、
父
親
は
ど

ん
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
か
を
話
し

あ
っ
て
み
よ
う
ー
こ
ん
な
こ
と
が

ネ
ラ
イ
で
あ
っ
た
。

地
区
に
お
け
る
中
堅
層
の
あ
つ
ま
り

で
本
当
に
し
っ
か
り
し
た
話
し
あ
い

が
続
け
ら
れ
た
が
「
家
庭
と
父
親
」

の
テ
ー
マ
で
お
こ
な
っ
た
パ
ネ
ル
討

議
の
模
様
を
紹
介
し
よ
う
。

オ
ヤ
ジ
は
分
ら
ず
や
だ
と

い
う
噌
』
と

ま
す
青
年
の
例
か
ら

　
『
若
い
モ
ン
は
自
分
の
好
き
な
こ

　
と
ば
か
り
や
り
た
が
っ
て
、
家
の

経
済
と
い
う
こ
と
を
知
ろ
う
と
し

な
い
。
遊
ぶ
よ
う
な
こ
と
ば
か
り

考えて、

な
ど
と
、
口
癖
の
よ
う

に
書
っ
て
い
る
。

私
た
ち
は
遊
ん
で
ば
か
り
は
い
な

い
ん
だ
。
オ
ヤ
ジ
さ
ん
た
ち
か
ら

も
も
っ
と
勉
強
し
て
貰
い
た
い
。

も
っ
と
若
い
者
の
気
持
を
知
る
よ

う
な
考
え
を
も
っ
て
欲
し
い
』

ま
た
婦
人
の
方
か
ら
は

『
今
の
婦
人
会
は
昔
の
婦
人
会
と

は
違
う
。
余
裕
の
あ
る
人
だ
け
が

現
実
の
食
い
ち
が
い
と
か
い
わ
れ

て
、
切
角
の
真
剣
さ
も
却
っ
て
馬

鹿
に
さ
れ
た
り
し
て
し
ま
う
。

も
っ
と
暖
か
い
眼
で
育
て
て
や
る

と
い
う
気
持
で
、
私
た
ち
を
見
て

欲
し
い
』

オ
ヤ
ジ
に
は
オ
ヤ
ジ
と
し

て
の
立
場
が
あ
る
こ
と

聞
い
て
い
る
人
た
ち
も
パ
ネ
ル
討

議
に
出
て
い
る
人
も
、
み
ん
な
が

父
親
こ
そ
話
し
あ

口
火
な
切
ろ
・
り

集
っ
て
い
た
婦
人
会
は
、
も
う
消

え
て
し
ま
っ
た
。
私
た
ち
の
困
っ

て
い
る
間
題
は
ど
う
し
た
ら
解
決

で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
一
生

懸
命
に
考
え
て
い
る
。

女
の
人
は
表
現
が
ヘ
タ
な
の
で
、

ま
だ
本
当
の
気
持
ち
が
皆
さ
ん
に

通
じ
て
い
な
い
か
ら
、
い
や
金
の

問
題
が
伴
う
か
ら
と
か
、
理
想
と

い
の

青
年
や
婦
人
の
声
は
モ
ッ
ト
モ
だ

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
ー
し
か
し

『
話
は
よ
く
分
る
。
だ
が
オ
ヤ
ジ

の
僧
現
在
的
”
な
立
場
と
、
息
子

た
ち
の
将
来
的
な
考
え
方
に
は
大

分
チ
ガ
イ
が
あ
ろ
う
。

オ
ヤ
ジ
は
確
か
に
出
る
機
会
が
少

な
い
。
出
て
い
て
は
ク
ラ
シ
が
成

り
立
た
な
い
か
ら
だ
。

　
生
活
に
余
裕
の
あ
る
人
は
、
亭
主

　
も
カ
カ
ア
も
出
て
勉
強
さ
れ
る
が

　
そ
の
ど
ち
ら
に
も
出
ら
れ
な
い
よ

　
う
な
家
庭
が
多
い
の
だ
。

　
で
も
そ
う
い
う
言
い
方
ば
か
り
を

　
し
て
い
ら
れ
な
い
社
会
に
な
っ
て

　
い
る
と
は
思
う
ん
だ
が
ね
エ
』

お
互
い
の
つ
な
が
り
が
な

か
つ
た
か
ら
だ
と
い
う
こ

と
　
い
ろ
く
話
し
て
い
る
う
ち
に
、

　
お
互
に
ナ
ン
ト
カ
カ
ン
ト
カ
言
う

の
は

○
自
分
が
若
か
っ
た
と
き
の
気
持
だ

　
け
で
、
今
の
青
年
を
解
釈
し
て
い

　
る
。

O
あ
く
ま
で
、
男
で
あ
る
と
い
う
立

　
場
か
ら
、
女
の
立
場
を
眺
め
て
い

　
る
。
女
の
気
持
を
察
し
て
や
ら
ぬ

O
家
の
経
済
は
モ
チ
ロ
ン
大
切
だ
。

　
し
か
し
家
庭
は
そ
れ
だ
け
の
も
の

　
で
は
な
い
。

O
大
人
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
若
い

　
と
き
の
夢
を
失
う
傾
向
が
あ
る
。

な
ど
と
、
い
く
つ
か
の
反
省
が
出
さ

れ
た
。

こ
う
し
て

『
今
日
み
た
い
に
、
い
ろ
い
ろ
の
立

場
の
入
が
寄
っ
て
意
見
を
交
換
す
る

の
は
と
て
も
よ
い
こ
と
だ
。

　
こ
れ
か
ら
努
め
て
こ
う
い
う
機
会

　
に
出
て
、
自
分
た
ち
の
気
持
を
遠

　
慮
な
く
出
し
あ
お
う
。

　
そ
れ
に
家
庭
の
話
し
あ
い
は
オ
ヤ

　
ジ
が
そ
の
口
火
を
切
ろ
う
。
何
と

　
い
っ
て
も
オ
ヤ
ジ
の
理
解
が
先
決

だ
。

　
こ
と
に
若
い
亭
主
は
嫁
や
姑
や
こ

　
ど
も
や
大
人
た
ち
の
間
を
結
ぶ
役

目
が
あ
る
。

　
ム
ズ
カ
シ
イ
顔
を
し
て
デ
ン
と
し

　
て
い
な
い
で
、
自
分
の
方
か
ら
進

　
ん
で
研
究
す
る
態
度
を
と
ろ
う
』

と
い
う
結
び
に
な
っ
た
。

お
互
い
同
志
の
つ
な
が
り
が
な
か
っ

た
か
ら
、
と
か
く
悪
い
と
こ
ろ
だ
け

し
か
見
え
な
い
。
お
互
い
が
知
り
あ

っ
て
ゆ
き
た
い
も
の
だ
。

図
や
む
を
得
な
い
用

務
又
は
事
故
の
た
め

市
外
に
旅
行
中
又
は

滞
在
中
で
あ
る
よ
う

な
場
ム
・
。

こ
の
場
合
①
業
務
主
又
は
そ
の
代
理

人
②
医
師
、
歯
科
医
師
、
助
産
婦
③

住
所
地
の
市
町
村
長
④
旅
行
先
、
滞

一十日
町
山
地
及
び
新

大
井
田
地
区

畜
全
地
区

下
塞
地
区

膣講　i、制

在
地
の
市
町
村
長
の
証
明
書
。

樹
病
気
、
負
傷
、
妊
娠

不
具
或
は
お
産
の
た

め
歩
く
こ
と
が
著
し

く
困
難
で
あ
る
場
合

叉
は
監
獄
或
は
少
年

院
に
収
容
中
で
あ
る

よ
う
な
場
合
。

こ
の
場
合
は
0
．
医
師
、
歯
科
医
師
、

助
産
婦
②
監
獄
長
、
代
用
監
獄
の
管

理
者
⑤
少
年
院
長
の
証
明
書
。

樹
別
に
定
め
ら
れ
た

地
域
に
居
住
中
或
は

滞
在
中
叉
は
職
務
業

に
従
事
中
で
あ
る
よ

う
な
場
ム
・
Q

新
潟
縣
内
で
は
北
魚
沼
郡
湯
の
谷
村

下
折
立
大
字
字
津
野
の
内
飛
地
（
銀

山
平
）
岩
般
郡
朝
日
村
大
字
三
面
。

こ
の
場
合
は
業
務
主
亙
は
市
町
村
長

の
証
明
書
。

不
在
投
票
の
や
り
方

①
市
内
で
や
る
場
合
②
市
外
で
や
る

揚
谷
①
指
定
病
院
、
国
立
療
養
所
、

監獄等で

や
る
場
合
の
三
つ
が
あ
り

ま
す
。

　
一
、
市
内
で
や
る
場
合

選
挙
人
自
身
で
当
該
事
田
証
明
書
を

持
疹
し
て
、
各
地
区
ご
と
各
出
張
所

公
明
選

　
　
　
　
　
　
明
る

今
回
の
選
挙
は
私
た

ち
の
最
も
身
近
な
選

挙
で
あ
り
立
派
な
地
方
自
治

を
す
＼
め
る
た
め
、
最
も
重
要
な
選

挙
で
あ
る
訳
で
す
。
安
心
し
て
市
政

を
委
ね
ら
れ
る
人
に
私
た
ち
の
清
い

一
票
を
投
じ
た
い
も
の
で
す
。

　
公
明
選
挙
が
い
つ
も
看
板
だ
け
に

終
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
私
た
ち
の

自
覚
と
正
し
い
判
断
に
よ
っ
て
、
お

た
が
い
に
良
心
に
恥
じ
な
い
立
派
な

選
挙
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ソ
ッ
プ
物
語

母
ガ
ニ
と
子
ガ
ニ

　
お
母
さ
ん
ガ
ニ
が
子
ガ
ニ
に
向
っ

て
、
「
坊
や
は
な
ぜ
そ
ん
な
ヘ
ン
な

に
行
き
投
票
用
紙
等
を
請
求
し
て
そ

の
場
で
投
票
す
る
。
印
鑑
を
持
参
す

る
。
川
治
十
日
町
地
区
は
市
役
所
。

二
、
市
外
で
や
る
場
合

既
に
市
の
区
域
外
に
旅
行
中
、
巫
は

滞
在
中
の
方
は
当
該
事
由
の
．
証
明
醤

を
添
付
し
て
郵
送
で
投
票
用
紙
等
の

請
求
を
当
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
長
あ
て
に
す
る
。
こ
の
郵
便
を
受

付
け
る
と
当
市
の
選
挙
管
理
委
員
長

は
直
ち
に
投
票
用
紙
・
不
在
者
投
票

用
封
筒
・
不
在
者
投
票
証
明
轡
を
一

括
同
封
し
て
本
人
に
郵
送
し
ま
す
か

ら
選
挙
人
は
速
か
に
旅
行
先
叉
は
滞

在
地
の
市
町
村
役
場
に
行
っ
て
郵
送

さ
れ
た
投
票
用
紙
・
不
在
老
授
票
用

封
筒
・
不
在
者
投
票
証
明
書
在
中
と

あ
る
封
筒
を
そ
の
ま
＼
提
示
し
、
そ

の
市
町
村
の
指
示
に
従
っ
て
そ
こ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
こ
の
頃
に
な
る
と
、
ま
い
と
し
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
う
に
、

入
院
ρ
入
所
中
の
方
は
そ
の
長
に
申
㎜
る
よ
う
で
す
。
こ
と
に
卒
業
生
を
う
で
す
が
・
そ
の
底
に
沈
ん
で
し
ま
う

出
る
と
そ
の
長
が
当
市
選
挙
管
理
委
…
け
も
た
れ
て
・
ご
苦
労
な
さ
っ
て
い
　
と
案
外
静
か
な
も
の
か
も
知
れ
ま
せ

員
会
、
委
員
畏
宛
代
理
請
求
し
て
く
㎜
ら
っ
し
ゃ
っ
た
先
生
方
や
・
こ
の
日
ん
。
岩
の
如
く
・
底
に
も
ぐ
っ
て
本

れ
ま
す
。
こ
の
請
求
に
よ
り
投
票
用
㎜
ま
で
そ
だ
て
あ
げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
　
物
を
さ
ぐ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

紙
等
を
郵
送
し
ま
す
か
ら
そ
の
長
の
…
た
父
兄
の
み
な
さ
ん
・
そ
し
て
共
に
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
ば
を
お
も
い

指
示
に
従
っ
て
所
定
の
処
で
投
票
し
㎜
学
び
・
共
に
は
げ
ま
し
あ
っ
て
き
た
だ
し
ま
す
。
今
の
子
ど
も
た
ち
が
大

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
友
だ
ち
の
心
の
中
に
は
感
慨
無
量
の
人
と
か
わ
っ
た
点
の
一
つ
に
、
「
考

◎
な
お
投
票
用
紙
の
請
求
書
、
証
明
㎜
も
の
が
δ
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
え
る
こ
と
」
を
学
ぴ
と
っ
た
者
が
多

　
轡
の
用
紙
は
市
役
所
、
出
張
所
に
㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
な
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
　
　
㎜
「
世
の
中
へ
出
る
と
　
今
同
は
＋
日
町
中
学
の
驚
良
夫
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
荒
波
だ
ぞ
〃
”
」
　
　
生
に
お
ね
が
℃
て
・
嚢
す
る
生

　
I
i
l
，
，
l
l
！
、
　
　
　
　
　
…
　
と
、
む
か
し
か
ら
よ
く
い
わ
れ
て
徒
と
の
は
な
し
あ
い
を
通
し
て
の
、

　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
来
た
こ
と
ば
も
、
そ
れ
ぐ
、
う
け
彼
ら
の
気
持
ち
を
き
い
て
い
た
だ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
と
る
こ
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
い
ろ
た
も
の
を
の
せ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
垂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
9
＝
　
㌧

投
票
を
行
う
。
こ
の
投
票
は
そ
こ
の
腫

選
管
で
当
市
に
郵
便
で
送
り
帰
さ
れ
…

て
き
ま
す
。
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
…

な
い
こ
と
は
滞
在
地
の
居
所
で
か
っ
㎜

て
に
投
票
し
て
自
分
で
送
り
か
え
す
…

と
無
効
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
…

三
、
指
定
病
院
等
で
や
　
　
…

　
　
る
場
A
・
　
　
　
　
　
　
“

持
越
農
藥

　
　
　
　
保
存
と

農家の方へ

本
年
度
農
薬
の
需
給

状
況
は
工
場
生
産
の
増

加
と
防
除
体
制
の
整
備

皐
期
確
保
の
徹
底
に
よ

り
相
当
量
を
確
保
し
ま

し
た
が
、
当
初
計
画
手

配
し
た
農
薬
に
使
用
残
量
を
生
じ
、

末
端
任
庫
量
が
例
年
に
比
し
て
多
い

状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
最
近
こ
れ
ら
の
持
越
農
薬
の
効
果

に
つ
い
て
種
女
疑
問
を
持
ち
、
来
年

度
の
販
売
使
用
等
の
麦
障
と
な
っ
て

い
る
向
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
大
部

分
の
農
薬
は
適
正
保
管
の
も
と
で
は

二
～
三
年
で
防
除
効
果
の
滅
退
す
る

こ
と
は
な
く
、
経
時
変
化
を
お
こ
す

マ
ラ
ソ
ン
●
ホ
リ
ド
ー
ル
粉
剤
で
も

一
～
二
年
で
は
大
丈
夫
に
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
特
に
左
記
事
項
御
承
知

の
上
持
越
農
薬
の
保
存
に
万
全
を
期

し
て
．
下
さ
い
。

挙
て
い
政
治

　
　
　
　
　
を
〃
●

歩
き
か
た
を
す
る
の
か
し
ら
。
横
ば

い
せ
す
、
ま
っ
す
ぐ
に
歩
き
な
さ

い
」
と
教
え
ま
し
た
。

　
「
ボ
ク
だ
っ
て
行
儀
よ
く
歩
き
た

い
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
は
お
母
さ
ん
が

そ
の
歩
き
か
た
を
見
せ
て
く
れ
、
ば

ボ
ク
も
そ
う
す
る
よ
」
と
い
、
ま
す

の
で
、
お
母
さ
ん
ガ
ニ
は
手
本
塗
、
爪

そ
う
と
歩
き
だ
す
と
、
ど
う
し
て
も

真
す
ぐ
に
い
き
ま
せ
ん
の
で
、
子
ガ

ニ
は
腹
を
か
＼
え
て
笑
い
ま
し
た
。

あ
な
た
が
た
の
選
挙
も
、
子
供
た
ち

が
見
て
い
ま
す
。
買
収
や
情
実
の
横

ば
い
を
す
る
と
、
子
供
た
ち
に
笑
わ

れ
ま
す
。
子
供
に
笑
わ
れ
な
い
よ
う

に
、
正
し
い
選
挙
を
し
た
い
も
の
で

す
。

卒
業
生
の
み
な
さ
ん

ゼ
兀
気
で

　
　
　
　
　
一
年
が
お
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
／

教
室
の
窓
の
光
が
あ
か
る
く
な
る
　
い
ろ
な
意
味
が
あ
た
え
ら
れ
る
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
先
生
が
「
世

　
　
こ
う
し
た
気
持
が
湧
い
て
く
の
中
の
波
は
、
ち
ょ
っ
と
荒
れ
模
様

　
　
　
　
薬
効

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
融

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

藻
存
方
法
㎜
～

鍛
纏
響
繭
う
．
輸
“
．
劃

鞭
曝
眠
灘
騰
品
こ
、
屠
…

に
保
亨
る
・
　
　
　
照
　
　
ズ

鹸
難
鰯
光
の
ろ
び
、
【
，
、
．

二
、
主
要
農
薬
の
効
㎜

蘇
賄
鰍
嚇
劉
験
㎜
が
、
、
．

－
、
霧
剤
三
年
…
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

2
、
銅
水
銀
粉
剤
　
　
　
二
～
三
年
…

3
、
B
・
H
の
C
粉
剤
　
二
～
三
年
㎜

4
、
E
・
P
・
N
粉
剤
　
二
～
三
年
㎜

5
、
ホ
リ
ド
ー
ル
粉
剤
　
一
～
二
年
…

6
、
各
種
水
和
剤
　
　
　
三
　
　
年
…

7
各
種
乳
剤
　
　
　
　
五
　
年
…

　
（
ホ
リ
ド
ー
ル
・
マ
ラ
ソ
ン
乳
剤
㎜
　
空
腹
の
旅
人
が
一
口
六
六
そ
の
味

は
三
年
）
　
　
　
　
　
　
　
…
を
か
み
し
め
て
食
べ
る
よ
う
に
、
卒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
業
生
は
一
時
間
女
六
女
の
過
ぎ
る
の

　
ー
オ
ノ
と
木
i
　
　
㎜
が
惜
し
い
よ
う
な
籍
ち
で
生
活
し

　
一
人
の
男
が
森
の
中
に
き
て
木
に
㎜
て
い
る
の
．
で
は
な
か
ろ
う
か
。

む
か
い
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
　
ま
た
＼
く
間
に
過
ぎ
去
っ
た
三
年

　
「
オ
ノ
の
エ
に
す
る
の
だ
か
ら
枝
㎜
間
の
学
校
生
活
に
は
忘
れ
が
た
い
印

の
一
本
く
れ
な
い
か
」
　
　
　
　
　
…
象
が
あ
っ
た
。
修
学
旅
行
、
夏
期
特

　
と
い
い
ま
す
の
で
、
森
の
木
は
お
㎜
別
訓
練
の
キ
ャ
ン
プ
、
ス
ボ
ー
ツ
に

安
い
御
用
だ
と
思
い
、
一
番
か
た
く
㎜
熱
中
し
た
こ
と
な
ど
。
ま
た
男
子
と

て
、
丈
夫
そ
う
な
枝
を
一
本
わ
け
て
㎜
女
子
が
け
ん
か
し
た
り
、
先
生
の
あ

や
り
ま
し
た
。
す
る
と
そ
の
男
は
そ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
げ
足
を
と
っ
た
り
、
宿
題
を
サ
ボ
っ

の
枝
を
、
オ
ノ
の
エ
に
つ
け
る
と
間
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
て
立
た
せ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
…
…
。

も
な
く
、
森
の
中
の
木
を
片
っ
ば
し
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
だ
が
蛍
の
光
の
メ
ロ
デ
ー
が
音
楽
塞

か
ら
切
り
は
じ
め
ま
し
た
の
で
木
た
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
か
ら
流
れ
出
す
頃
に
な
る
と
、
生
徒

ち
は
驚
い
て
、
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
達
の
思
い
出
は
過
去
の
楽
し
か
っ
た

　
「
あ
＼
情
け
な
い
、
な
ん
と
い
う
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
生
活
に
む
け
ら
れ
る
と
同
時
に
”
不

オ
レ
た
ち
は
バ
カ
だ
ろ
う
」
　
　
　
闘

　
と
い
っ
て
嘆
い
た
が
あ
と
の
祭
で
㎜
安
な
未
来
〃
に
む
か
っ
て
複
雑
な
反

し
た
・
な
ん
で
も
な
い
と
思
っ
て
・
㎜
応
を
よ
び
お
こ
し
て
い
る
。
い
や
お

義
理
や
人
情
で
一
票
を
投
す
る
と
、
㎜
う
な
し
に
ぶ
つ
か
っ
て
く
る
”
大
人

ま
だ
芽
を
出
し
た
ば
か
り
の
民
主
政
㎜
の
世
界
御
の
ま
わ
り
く
ね
っ
た
径
奇

治
の
若
木
を
無
惨
に
自
分
の
手
で
切
…
さ
に
、
人
知
れ
す
お
の
＼
い
て
い
る

る
ば
か
り
で
な
く
、
国
民
生
活
の
大
㎜
の
が
彼
等
の
内
心
で
あ
ろ
う
。
成
長

木
ま
で
倒
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
㎜
し
て
来
た
大
人
と
し
て
の
自
覚
も
、

1鱗轟

’
，
1
禮

ト

瀞；1黎

、
：

糖1
騒熱I」，蚤

．
“
．
㌔

、
臥
黛

　
　
“

＼
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
ゆ

曳
ー
喜
　
；
”

　
F
黛
　
’
一
一

“，

絋

蝕
愈

　
　
　
　
　
　
　
　
6
纏

卒
莱
す
る
生
徒
と
話
し
あ
っ
て

ま
だ
そ
の
場
合
の
状
況
に
応
じ
て
切

り
ぬ
け
て
い
く
”
巧
み
さ
”
と
強
さ

に
な
っ
て
は
い
な
い
。
就
職
す
る
、

あ
る
女
子
生
徒
は
次
の
よ
う
な
感
想

を
出
し
て
い
る
。
　
「
就
職
試
験
に
二

回
も
お
ち
た
。
私
は
第
一
希
望
も
第

二
希
望
の
会
社
も
適
し
て
い
る
か
ど

う
か
、
わ
か
ら
な
い
。
先
生
や
家
の

人
と
相
談
し
た
の
だ
っ
た
。
競
争
率

は
八
倍
で
あ
っ
た
。
う
か
り
っ
こ
な

い
と
は
思
っ
た
が
一
次
試
験
に
は
パ

ス
し
た
。
第
二
次
試
験
と
第
二
希
望

の
会
杜
の
か
ら
み
あ
い
（
試
験
の
順

序
の
関
係
）
餐
．
両
方
と
も
お
ち
て
し

ま
っ
た
。
」

　
出
来
る
だ
け
良
い
所
へ
と
い
う
生

徒
の
希
望
が
は
げ
し
い
採
用
試
験
の

う
ず
で
、
そ
の
心
情
の
奥
底
か
ら
ゆ

す
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

あ
る
工
場
に
き
ま

つ
た
女
子
生
徒
は

　
「
就
職
し
て
か
ら
工
場
の
人
達
と

気
が
あ
う
か
あ
わ
な
い
か
心
配
だ
。

蝉
校
に
い
る
隙
は
何
も
総
じ
な
ゐ
一
．

た
の
に
。
気
が
あ
わ
な
い
か
ら
い
や

だ
と
い
っ
て
、
そ
の
度
に
職
場
を
と

ぴ
出
し
て
い
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
気

が
あ
う
あ
わ
な
い
の
前
に
自
分
自
身

の
が
ま
ん
を
つ
け
な
け
れ
ば
…
…
」

と
云
っ
て
い
る
。
幼
い
と
は
い
え
、

大
人
の
入
間
関
係
に
対
し
て
く
だ
ら

な
い
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
こ
だ
わ
り

に
も
生
徒
の
気
持
ち
が
う
か
V
え
る

で
は
な
い
か
。
し
か
し
彼
等
は
．
不
安

に
お
し
ひ
さ
が
れ
て
い
る
だ
け
で

は
な
い
の
だ
。

　
　
「
新
し
い
職
場
で
仲
間
を
作
っ
て

行
き
た
い
。
そ
し
て
困
っ
た
場
合
助

け
合
う
と
か
、
休
日
に
は
一
し
ょ
に

サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
い
こ
う
。
」

　
　
「
心
配
が
あ
る
時
に
相
談
出
来
る

友
が
ほ
し
い
。
親
身
に
な
っ
て
相
談

し
て
く
れ
る
先
生
．
や
先
輩
が
ほ
し
い

…
…
」
と
考
え
て
い
る
中
に
、
不
安

を
積
極
的
に
切
り
開
い
て
生
き
抜
こ

う
と
す
る
渓
意
も
う
か
V
え
る
と
思

う
。
一
方
、

高
校
受
験
生
は
ど

　
ん
な
で
あ
ろ
う
か

　
　
一
部
の
自
信
あ
る
生
、
徒
を
除
け
ば

ド
ン
グ
リ
の
せ
い
く
ら
べ
。
一
点
差

が
人
生
の
わ
か
れ
道
に
な
る
徹
底
し

た
生
存
競
争
に
の
ぞ
ん
で
い
る
生
徒

に
感
想
を
求
め
て
も
無
駄
で
あ
る
。

た
犯
ひ
た
す
ら
自
分
の
最
上
の
実
力

を
出
し
て
や
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
祈

・
る
ば
か
り
。
父
兄
の
方
に
も
こ
の
気

持
ち
を
理
解
し
て
い
た
〉
い
て
協
力

し
て
下
さ
る
こ
と
を
お
願
い
す
る
外

は
な
い
。
一
番
困
る
こ
と
は
単
純
な

引
き
ざ
ん
の
結
果
、
お
ち
た
生
徒
の

対
策
だ
と
思
う
。
高
絞
に
入
ら
な
け

れ
ば
入
生
の

す
べ
て
が
終
っ
た
と
思

わ
れ
て
は
困
る
。

　
過
ぎ
去
っ
た
過
去
へ
の
悔
恨
と
、

後
輩
や
教
師
に
希
望
す
る
言
葉
の
中

に
真
実
を
求
め
て
巣
立
つ
若
女
し
さ

を
く
み
と
っ
て
い
た
〉
き
た
い
と
思

う
。
私
達
教
師
は
五
十
数
名
の
未
来

に
幸
あ
れ
と
祈
る
。
だ
が
一
入
女
女

の
生
徒
を
良
く
知
っ
て
い
る
だ
け
、

こ
の
牛
徒
が
ど
ん
な
生
涯
を
た
ど
る

だ
ろ
う
か
。
わ
き
道
に
そ
れ
な
け
れ

良
い
が
と
い
う
気
持
ち
に
お
そ
わ
れ

る
。
は
げ
し
い
性
格
、
内
気
な
だ
ま

り
っ
子
、
自
分
の
名
前
が
や
っ
と
轡

け
る
程
度
の
子
、
才
が
ま
わ
り
す
ぎ

て
仲
間
か
ら
き
ら
わ
れ
る
子
、
わ
が

ま
＼
で
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
ら
れ

な
い
子
、
身
体
の
弱
い
子
等
…
…
。

　
だ
が
私
は
生
徒
の
次
の
よ
う
な
言

葉
を
信
じ
た
い
。
（
国
語
で
な
ら
っ

た
宮
沢
賢
治
の
詩
を
も
じ
っ
た
よ
う

で
は
あ
る
が
…
…
）

　
　
「
わ
た
し
は
自
分
に
も
よ
い
こ
と

を
す
る
人
間
盃
あ
り
た
い
。
他
人
に

も
良
い
ζ
と
を
す
る
一
個
の
人
間
で

あ
り
た
い
。
未
来
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
常
に
持
ち
続
け
て
い
る
一
個
の

人
間
で
あ
り
た
い
。
」
　
（
中
三
女
）

と
い
う
こ
と
を
で
あ
る
。

【
凸
版
は
五
年
星
野
則
行
君
の
作
品
一

61一


